
河
　

村
　

重

治

郎英
和
辞
典
づ
く
り
の
名
人

秋

中

中

退

で

教

授

に

な

っ

た

鬼

才

戦
前
か
ら
学
習
英
和
辞
典
の
名
著
と
謳
わ
れ
た
『
ク
ラ
ウ
ン
英
和
辞
典
』
（
三
省
堂
刊
）
ー
そ
の
編
者
が
河
村
重
治

郎
と
い
う
大
家
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
出
身
地
が
秋
田
市
楢
山
と
知
っ
て
い
た
人
は
、
近
親
者
を
除
け



ば
殆
ど
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
加
え
て
、
彼
は
秋
田
中
学
を
五
年
生
の
二
学
期
で
中
退
と
い
う
最
終
学
歴
な
の
に
、
小
・

中
・
高
等
女
学
校
・
師
範
学
校
の
正
教
諭
免
許
は
も
と
よ
り
、
旧
制
高
校
・
大
学
予
科
の
教
授
免
許
ま
で
全
て
検
定
試

験
で
取
得
し
た
独
学
力
行
の
鬼
才
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
四
月
、
三
省
堂
刊
の
田
島
伸
悟
著
『
英
語
名
人

河
村
重
治
郎
』
（
Ｂ
５
判
、
２
２
５
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
。
著
者
の
田
島
（
昭
和
七
年
生
、
東
京
出
身
）
は
、
長
ら
く
三

省
堂
で
河
村
の
辞
典
づ
く
り
の
助
手
を
務
め
た
碩
学
で
あ
る
。
こ
の
一
書
が
な
け
れ
ば
、
河
村
の
ひ
た
む
き
な
情
熱
と

努
力
に
織
り
な
さ
れ
た
狷
介
孤
高
の
生
涯
は
、
歴
史
の
彼
方
に
埋
没
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

母

の

死

、

中

退

、

上

京

河
村
重
治
郎
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七
月
二
十
八
日
、
南
秋
田
郡
楢
山
牛
島
橋
通
町
五
〇
（
現
秋
田
市
楢
山

共
和
町
三
―
六
　
秋
田
電
具
商
会
の
地
）
で
、
河
村
豊
吉
・
リ
ヨ
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。

父
・
豊
吉
（
安
政
五
年
生
）
は
、
楢
山
登
町
、
河
村
嘉
右
衛
門
（
職
業
不
詳
）
の
二
男
で
、
明
治
十
年
一
九
歳
の
時

に
牛
島
橋
通
町
五
〇
に
分
家
と
な
っ
た
。
職
業
は
呉
服
商
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

一
方
、
母
・
リ
ヨ
（
文
久
三
年
生
）
は
隣
村
の
河
辺
郡
牛
島
村
六
七
（
現
秋
田
市
）
平
沢
倉
松
の
長
女
で
、
生
家
は

裕
福
な
自
作
農
で
あ
っ
た
。

ふ
た
り
の
結
婚
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
で
豊
吉
二
七
歳
、
リ
ヨ
ニ
ニ
歳
の
こ
と
。
そ
し
て
重
治
郎
を
ト
ッ
プ



に
次
男
豊
治
（
明
治
二
十
四
年
生
）
、
三
男
三
治
（
明
治
二
十
八
年
生
）
の
三
児
に
恵
ま
れ
て
い
る
（
戸
籍
関
係
資
料
）
。

重
治
郎
は
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
、
秋
田
市
築
山
小
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
の
小
学
校
は
明
治
十
六
年
（
一

八
八
三
）
、
そ
れ
ま
で
の
築
地
学
校
と
楢
山
学
校
が
合
併
し
て
「
築
山
」
と
な
っ
た
も
の
で
、
就
学
率
は
ま
だ
低
か
っ

た
。次
い
で
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
、
秋
田
県
第
一
中
学
校
（
現
秋
田
高
校
）
に
入
学
し
た
。
だ
が
、
三
年
生
に

な
っ
て
間
も
な
い
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
五
月
二
日
、
胸
に
病
の
あ
っ
た
母
・
リ
ヨ
が
三
九
歳
の
若
さ
で
身
罷
っ

た
。
当
時
、
弟
の
豊
次
は
一
一
歳
、
そ
の
下
の
三
治
は
ま
だ
七
歳
。
ど
う
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
た
の
か
、
記
録
は
な
い
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
十
一
月
、
一
家
は
突
然
、
家
を
引
き
払
っ
て
上
京
し
た
。
こ
の

時
、
重
治
郎
（
一
七
歳
）
は
秋
田
中
学
五
年
生
の
二
学
期
。
あ
と
四
ヵ
月
後
の
卒
業
を
待
て
ず
に
退
学
↓
上
京
と
は
一

体
、
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
今
に
至
る
も
判
然
と
し
な
い
。

秋

中

四

・
五

年

時

の

優

等

生

分
か
ら
な
い
と
言
え
ば
、
も
う
一
つ
、
重
治
郎
が
秋
田
中
学
に
在
籍
し
た
「
公
的
証
拠
」
を
探
し
あ
ぐ
ね
た
こ
と
で

あ
る
。
学
籍
簿
は
卒
業
二
〇
年
後
に
廃
棄
と
い
う
か
ら
、
平
成
の
今
は
存
在
す
る
筈
が
な
い
し
、
卒
業
台
帳
も
中
退
者

は
対
象
外
。
従
っ
て
、
最
新
の
秋
田
高
校
同
窓
会
名
簿
に
も
彼
の
名
は
載
っ
て
い
な
い
。
本
人
自
筆
の
履
歴
書
に
依
拠

す
る
だ
け
で
は
、
物
書
き
の
端
く
れ
と
し
て
如
何
に
も
不
本
意
で
あ
る
。
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
。



だ
が
、
案
ず
る
よ
り
生
む
が
易
し
と
か
。
ふ
と
思
い
つ
い
て
、
重
治
郎
在
学
当
時
の
刊
行
物
に
い
ろ
い
ろ
当
た
っ
て

み
た
。
そ
の
結
果
、
つ
い
に
半
ば
公
的
な
証
拠
を
見
付
け
た
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
月
三
十
一
日
刊
の
秋
田
中
学
校
『
校
友
会
誌
』
第
二
十
四
号
に
「
優
等
生
＝
第
四

年
生
（
八
人
）
河
村
重
次
郎
…
」
と
あ
る
ほ
か
、
重
治
郎
の
「
処
世
」
と
題
す
る
寄
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
翌
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
七
月
十
日
刊
の
秋
田
中
学
校
校
友
会
誌
『
羽
城
』
第
二
十
六
号
に
も
「
優
等

生
＝
五
年
生
（
六
人
）
河
村
重
次
郎
…
」
と
あ
っ
た
。

こ
れ
だ
け
揃
え
ば
、
学
籍
簿
と
同
格
。
重
治
郎
が
重
次
郎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
誤
植
と
み
て
い
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
母
・
リ
ヨ
の
生
家
（
平
沢
家
）
に
伝
わ
る
「
重
治
郎
は
大
変
な
勉
強
家
だ
っ
た
」
と
の
話
は
、
秋
中
四
・

五
年
時
の
優
等
生
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
実
証
さ
れ
た
形
で
あ
る
。

彼
の
英
語
レ
ベ
ル
は
当
時
、
ど
れ
ほ
ど
の
域
に
達
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
？
。
生
来
、
寡
黙
で
秋
田
時
代
の
こ
と
を
殆

ど
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
重
治
郎
が
、
遥
か
後
年
、
英
和
辞
典
の
編
纂
仲
間
に
ふ
と
次
の
よ
う
に
漏
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
。

「
授
業
中
、
難
し
い
所
に
ぶ
つ
か
る
と
、
英
語
の
先
生
が
『
河
村
に
聞
い
と
け
』
な
ん
て
言
い
ま
し
た
よ
」
（
『
英
語

名
人
　
河
村
重
治
郎
』
に
よ
る
）
。
だ
か
ら
、
卒
業
目
前
の
中
退
は
、
学
校
で
は
も
は
や
教
わ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
、

図
書
館
勉
強
派
に
転
じ
た
の
だ
、
と
周
り
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。



検

定

パ

ス

、

福

井

中

教

諭

に

上
京
し
た
河
村
一
家
は
、
目
黒
村
上
目
黒
三
六
（
現
目
黒
区
上
目
黒
一
丁
目
四
八
）
に
居
を
構
え
た
。
父
・
豊
吉
が

何
を
生
業
と
し
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。
重
治
郎
は
専
ら
独
学
に
励
ん
だ
結
果
、
上
京
翌
々
年
の
明
治
三
十
九
年
（
一

九
〇
六
）
七
月
、
検
定
試
験
で
東
京
府
小
学
校
専
科
正
教
貝
免
許
（
英
語
）
を
取
得
し
て
い
る
（
『
英
語
名
人
　
河
村

重
治
郎
』
）
。
満
一
九
歳
を
目
前
に
し
て
の
快
挙
だ
っ
た
。

但
し
、
重
治
郎
が
ど
こ
か
の
小
学
校
に
奉
職
し
た
形
跡
は
な
い
。
こ
れ
は
単
に
中
等
教
員
試
験
を
受
け
る
た
め
の
資

格
取
得
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
中
学
校
中
退
の
最
終
学
歴
で
は
、
中
等
教
員
試
験
を
受
験
で
き
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

明
け
て
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
、
重
治
郎
は
文
部
省
施
行
の
検
定
試
験
（
い
わ
ゆ
る
文
検
）
を
パ
ス
し
て

旧
制
の
師
範
学
校
・
中
学
校
・
高
等
女
学
校
の
英
語
科
教
諭
免
許
を
得
た
。
時
に
一
九
歳
と
八
ヵ
月
。

当
時
、
独
学
者
の
登
竜
門
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
ま
で
で
、
そ
の
上
の
旧
制
高
校
・
大
学
予
科
教
授
へ
の
門
は
閉
ざ
さ
れ

た
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
こ
で
重
治
郎
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
東
京
・
聖
学
院
中
学
校
（
現
聖
学
院
高
校
）
の
教
諭
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
彼
は
既
に
受
洗
し
て
い
た
し
、
聖
学
院
中
学
は
創
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
古
い
柵
が
全
く
な
か
っ

た
の
が
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
聖
学
院
で
三
年
。
明
治
四
十
四
年
春
、
福
井
県
立
福
井
中
学
校
（
現
藤
島
高
）
の
英
語
教
諭
に
転
じ
た
。
当
時



の
福
井
中
学
校
長
大
島
英
助
は
、
学
歴
よ
り
も
実
力
を
尊
重
し
、
教
諭
陣
に
文
検
合
格
者
を
多
く
配
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
人
物
。
重
治
郎
も
大
島
校
長
の
メ
ガ
ネ
に
適
っ
た
ひ
と
り
だ
っ
た
。

当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、
重
治
郎
は
福
井
中
学
校
同
窓
誌
『
明
新
』
に
「
私
が
い
た
こ
ろ
の
福
中
教
員
室
は
さ
な
が

ら
〈
偉
人
の
林
〉
で
あ
っ
た
。
こ
の
林
こ
そ
、
実
に
大
島
校
長
が
自
ら
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
名
木
た
ち
で
あ
っ
た
」

（
要
旨
）
と
の
思
い
出
を
寄
せ
て
い
る
。

重
治
郎
は
福
井
中
に
赴
任
し
た
年
、
東
京
の
「
井
田
た
み
」
（
明
治
二
十
二
年
生
）
と
結
婚
し
た
。
宗
教
上
の
絆
に

よ
る
も
の
で
、
重
治
郎
二
四
歳
、
た
み
二
二
歳
。
夫
婦
は
一
男
五
女
に
恵
ま
れ
た
。

横

浜

高

商

の

教

授

に

就

任

重
治
郎
の
福
井
中
教
諭
は
、
大
正
十
三
年
春
ま
で
の
十
三
年
間
に
わ
た
る
。
教
え
子
た
ち
の
評
価
は
最
高
級
だ
っ
た
。

そ
の
教
え
子
た
ち
の
中
に
は
石
田
和
外
（
最
高
裁
長
官
）
、
深
田
久
弥
（
山
の
作
家
）
、
高
田
博
厚
（
彫
刻
家
）
、
榊
原

仟

（
心
臓
外
科
の
権
威
）
、
中
野
重
治
（
作
家
）
ら
の
著
名
人
が
綺
羅
星
の
如
く
並
ん
で
い
る
（
『
英
語
名
人
　
河
村

重
治
郎
』
）
。

福
井
中
学
校
在
職
中
、
重
治
郎
に
と
っ
て
最
大
の
出
来
事
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
、
文
部
省
が
第
一
回
高

等
学
校
教
員
検
定
試
験
を
実
施
し
た
こ
と
。
全
国
か
ら
三
〇
人
の
俊
秀
が
挑
戦
し
、
重
治
郎
は
み
ご
と
合
格
者
六
人
の

ひ
と
り
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
で
旧
制
の
高
校
・
大
学
予
科
教
授
へ
の
道
が
開
か
れ
た
（
三
三
歳
）
。



だ
が
、
福
井
を
動
こ
う
と
し
な
い
彼
を
、
英
語
教
育
界
は
い
つ
ま
で
も
放
置
し
て
い
な
か
っ
た
。
大
正
十
三
年
春
、

新
設
の
横
浜
高
等
商
業
学
校
（
現
横
浜
国
立
大
学
経
済
学
部
）
の
英
語
科
教
授
に
招
か
れ
、
重
い
腰
を
上
げ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
（
三
五
歳
）
。

重
治
郎
の
八
六
年
七
ヵ
月
に
わ
た
る
人
生
を
通
観
す
る
時
、
〝
英
語
名
人
”
と
し
て
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
、

実
に
横
浜
高
商
教
授
の
就
任
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
彼
の
卓
越
し
た
学
識
が
次
々
と
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
教
壇
に
立
つ
傍
ら
、
「
英
和
辞
典
づ
く
り
人
生
」
は
以
後
、
五
〇
年
も
続
く
。

辞

典

づ

く

り

人

生

五

〇

年

英
和
辞
典
人
生
の
第
一
歩
は
、
教
授
就
任
後
間
も
な
く
、
東
京
の
研
究
社
が
編
纂
を
急
い
で
い
た
『
新
英
和
大
辞
典
』

（
通
称
『
岡
倉
英
和
』
）
の
分
担
執
筆
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
昭
和
二
年
に
完
成
し
た
『
岡
倉
英
和
』
は
、

昭
和
七
年
九
月
ま
で
の
五
年
半
に
一
〇
〇
版
を
超
え
る
人
気
で
、
そ
れ
ま
で
の
他
辞
典
を
圧
倒
し
た
。

以
後
、
重
治
郎
が
手
掛
け
た
英
和
辞
典
、
英
語
教
科
書
、
英
語
参
考
書
、
自
習
書
の
類
は
、
改
訂
版
も
含
め
て
ざ
っ

と
五
〇
点
に
の
ぼ
る
。

そ
の
中
で
、
英
和
辞
典
の
傑
作
が
二
冊
あ
る
。
共
に
三
省
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
学
生
英
和
辞
典
』
（
昭
和
十
年
刊
）

と
『
ク
ラ
ウ
ン
英
和
辞
典
』
（
十
四
年
刊
）
で
、
ど
ち
ら
も
重
治
郎
が
キ
ャ
ッ
プ
と
な
っ
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
者
の
『
学
生
英
和
辞
典
』
（
中
学
初
年
生
を
対
象
）
は
、
見
出
し
語
数
が
九
、
六
五
〇
。
出
版
と
同
時
に
指
定
辞



書
と
す
る
中
学
が
全
国
で
相
次
ぎ
、
出
版
後
三
年
間
で
一
〇
〇
版
を
重
ね
た
。

後
者
の
『
ク
ラ
ウ
ン
英
和
辞
典
』
（
中
学
上
級
生
対
象
）
は
見
出
し
語
が
二
万
八
〇
〇
〇
ほ
ど
。
挿
絵
の
多
い
の
が

特
色
で
、
一
、
三
八
〇
ペ
ー
ジ
の
中
に
挿
絵
が
二
、
五
六
〇
点
も
あ
っ
た
。
出
版
と
同
時
に
空
前
の
評
価
を
受
け
、
戦

争
の
激
化
で
昭
和
十
八
年
に
発
行
が
止
ま
る
ま
で
の
四
年
間
に
、
実
に
二
三
〇
版
を
数
え
た
。
前
者
が
ヒ
ッ
ト
な
ら
、

後
者
は
空
前
絶
後
の
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
あ
っ
た
（
『
英
語
名
人
　
河
村
重
治
郎
』
）
。

だ
が
、
戦
況
の
悪
化
ー
英
語
教
育
の
ス
ト
ッ
プ
に
伴
い
、
重
治
郎
は
昭
和
十
九
年
、
横
浜
高
商
を
勤
続
二
〇
年
で
辞

し
、
や
が
て
群
馬
県
甘
楽
郡
吉
田
村
の
岩
井
重
郎
宅
（
福
井
中
時
代
の
同
僚
教
諭
）
に
疎
開
し
た
。
父
・
豊
吉
の
訃
報

（
昭
和
二
十
年
五
月
、
八
四
歳
没
）
も
、
疎
開
先
で
聞
い
た
。

新

ク

ラ

ウ

ン

英

和

も

ヒ

ッ

ト

戦
後
、
河
村
一
家
は
帰
京
し
、
多
摩
川
園
近
く
に
あ
っ
た
自
分
の
家
作
に
住
ん
だ
。
重
治
郎
は
私
立
善
隣
外
事
専
門

学
校
教
授
、
明
治
学
院
大
講
師
な
ど
の
一
方
、
戦
後
の
英
語
ブ
ー
ム
で
学
習
書
づ
く
り
な
ど
相
変
わ
ら
ず
多
忙
の
日
々

だ
っ
た
。

英
語
名
人
と
し
て
最
後
の
仕
事
は
、
例
の
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
改
訂
版
『
新
ク
ラ
ウ
ン
英
和
辞
典
』
の
刊
行
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
販
売
部
数
は
年
々
伸
び
、
昭
和
四
十
年
に
は
年
間
六
七
万
冊
を
超
え
た
。
さ
す
が

「
辞
典
づ
く
り
の
名
人
」
と
評
さ
れ
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。



晩
年
、
住
居
を
東
京
か
ら
鎌
倉
の
稲
村
ヶ
崎
に
移
し
た
。
こ
こ
で
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
た
み
夫
人
が
逝
去
（
八

一
歳
）
。
そ
れ
か
ら
四
年
後
の
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
三
日
、
重
治
郎
は
内
臓
癌
の
た
め
東
京
・
渋
谷
の
病
院
で
八
六

歳
と
七
ヵ
月
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

死
の
数
日
前
、
彼
は
三
人
の
娘
た
ち
を
枕
元
に
呼
ん
で
、
自
ら
葬
儀
の
指
示
を
し
た
。
そ
の
際
、
色
紙
の
表
に
日
本

語
で
「
辞
世
　
よ
く
生
き
　
よ
く
働
き
　
よ
く
世
に
尽
く
し
た
　
河
村
重
治
郎
」
と
書
き
、
そ
の
裏
に
同
じ
意
味
の
英

文
「
 
I
n
 
M
e
m
o
r
i
a
m
 
I
n
 
l
i
f
e
 
I
 
l
i
v
e
d
 
w
e
l
l
.
 
I
n
 
w
o
r
k
 
I
 
w
o
r
k
e
d
 
w
e
l
l
.
 
T
o
 
t

h
e
 
w
o
r
l
d
 
I
 
d
i
d
 
s
o
m
e
 
w
e
l
l
.
 
J
u
j
i
r
o
 

K
a
w
a
m
u
r
a
 
」
と
書
い
た
。
特
に
死
の
前
日
、
酸
素
吸
入
の
管
を
は
ず
さ
せ
、
「
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
と
、
話
し
辛
く

て
し
ょ
う
が
な
い
」
と
言
い
、
そ
れ
ま
で
囗
に
し
た
こ
と
の
な
い
子
供
の
頃
の
秋
田
の
話
を
し
た
。「
中
学
生
の
頃
、

私
の
綽
名
は
マ
ナ
コ
パ
チ
パ
チ
、
西
洋
ソ
ロ
バ
ン
」
と
披
露
し
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
た
。
重
治
郎
は
子
供
の
頃
か
ら
瞼

を
動
か
す
癖
が
あ
っ
た
。

重
治
郎
に
は
一
冊
の
学
術
書
も
、
一
編
の
論
文
も
な
い
。
そ
れ
は
「
私
は
英
語
学
者
で
は
な
く
、
英
語
教
育
者
」
と

い
う
信
念
に
基
づ
く
も
の
ら
し
い
。
ま
た
、
辞
書
編
集
の
基
本
は
「
如
何
に
読
み
易
い
か
。
辞
書
は
ひ
い
て
見
る
も
の

で
は
な
く
、
ひ
い
て
読
む
も
の
で
な
け
れ
ば
…
」
で
あ
り
、
そ
れ
も
「
中
学
卒
業
ま
で
に
辞
書
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と

は
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
」
と
語
っ
て
い
た
（
『
英
語
名
人
　
河
村
重
治
郎
』
）
。

死
に
当
た
っ
て
、
無
念
だ
っ
た
の
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
、
長
男
誠
（
大
正
三
年
生
）
を
心
臓
衰
弱
で

亡
く
し
た
こ
と
。
当
時
、
こ
の
一
人
息
子
は
東
京
帝
大
医
学
部
四
年
生
で
、
ま
だ
二
三
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。
　
ま
た
、

若
き
日
の
上
京
以
来
、
一
度
も
古
里
・
秋
田
に
帰
郷
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
も
、
心
残
り
で
あ
っ
た
よ
う
。
辞
世



は
石
に
刻
ま
れ
、
自
邸
の
庭
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

（
渡
部
　
誠
一
郎
記
）
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